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宇宙空間で電場を測る

宇宙科学研究所鶴田浩一郎

私達が「電場」をまじめに測ることを考え始め

たのは 5 年半程前の 1979年の夏からである。当時

私は南極のサイプル基地から送られてくる数キロ

ヘルツの電波を北半球の磁気共役点で受信するた

めにケベック州の片田舎の安宿に泊っていたが，

ある日の真夜中，東京からの電話で起こされた。

西田先生からで rOPEN-J (現在GEOTAIL) で

電場を測らないか」という内容であった。電場は

誰かがちゃんと測らなければならないと常日頃思

っていたのと眠けで頭がボーッとしていたことで，

前後の見境もなく「いいですね，やらんといかん

で、すね」と調子の良い返事をして了っていた。お

もえば，この返事が，ここ数年，私及び私の仲間

(助手の早川君と院生の中村君)を苛酷な労働に

追い立て，私達の近くの善意の諸兄に多大の迷惑

を与えることになったそもそもの原因であったよ

うである。

宇宙空間で電場を iRI] るということは何なのか。

電場は磁場と対応してよく引き合いに出される。

しかし，正負の電荷が同じ数だけあるプラズマの

中では電場と磁場には大きなちがいが出てくる。

磁場の方はプラズマによって消されてしまうこと

はないからまっとうな大ききで存在し得るが，電

場の方は正負の電荷がちょっと動くだけですぐに

消されてしまう。だから，普通の状態のプラズマ

の中には大きな電場はあり得るはずがないのであ

る。それならば，何もわざわざ測ることはないで

はないか，どうせ小さいのだったら零と考えたっ

て良いではないかと言われそうだが，実はそうで

ない。プラズマの中で電場が見える場合が三つあ

る。第一はプラズ、マが磁場の中で動いている場合

で太陽風の中で見える電場がこれに相当する。こ

の場合，プラズマと一緒に動いていれば電場は零

である。第二は電場以外の力が働らいていて電場

を零にするような電荷分布が平衡解でない場合で

ある。最後は過渡的な電場で，急、に磁場の形が変

わったりしても，宇宙のプラズマのスケールでは

すぐに平衡解に到達できるわけではない。地球の

磁気圏のプラズマなどは，外的条件の変化につい

ていけずいつも右往左往して未だに平衡点に達し
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珍案・奇案を#えてはまわりの人々を悩ましてい

たわけであるが，一年くらい悩んだ末に方向転換

を決意するに至った。

丁度，その頃，ヨーロッパのGEOS衛星に搭載

した電子ビームを使う電場測定がうまくいったと

いうニュースがはいってきた。電場ーがなければ荷

電粒子は鴎場に垂直な平面で円運動をするだけで

あるが，電場があると円運動が少しずつ電場と直

角の方向にずれていく。 GEOSで使用された方法

は 1 回転毎のずれ D (図参照)を直接測る方法で

あった。 D は電場に比例し磁場の二乗に反比例す

る量であるのでこれから電場を求めることが出来

るのである。荷電粒子を測定に使うと宇宙的とま

では行かないまでも数キロメートルの聞の平均的

な電場を求めることが極めて容易に行えるので，

衛星による擾乱をさけて測定できる。さらに，電

極とプラズマの聞の電位差も全然関係がなくなる。

何よりも良いのは， i~IJ定の精度が高く iWJ定誤差が

きちんと評価できることである。プローブの改良

を放棄した以上，我々も荷電粒子を使いたいと考

えていたわけであるが， GEOSの方法は使えない

ことがはっきりしていた。 GEOTAIL で九は軌道の

関係で値場が小さ過ぎて D の値が数キロメートル

にもなってしまうのである。

この最後の一項も

粒子加速の機構である。このためにはいくら小さ

くても電場をちゃんと測らないわけにはいかない

のである。

ところが，電場を測るとなるとこれがなかなか

やっかいである。従来使われてきた方法は電極を

二つ突き出してその聞の電位差を測定する方法で

あった。電極聞の距離を宇宙的なスケールにすれ

は測定は容易であるが，これはどうしても人間的

スケールの100メートル前後にならざるを得ない。

1mV/mの電場だと O.lVの電位差を測ることにな

る。一方，電極からは光電子が飛び出したり，

ラズマ粒子が逆に電極に飛び込んで来たりする。

そのため，まわりのプラズマと電極の聞には 10­

50V の電位差が生ずるのが普通である。この電位

差を二つの電極についてO.lV以下に合わせること

が，従来の方法での電場iRIJ定の難かしい点である。

当初は私達もあれやこれやと電極の改良について

ていないと言ってもよいから，

大変重要である。

電場が零でないことは解った。然し，やはり小

さいのだろう。ならば苦労して測ることはないで

はないかと言われるかも知れない。全しその通

り小さいのである。大体数ミリボルト /m が相場

である。太陽風を例にとって電場，磁場，電子の

エネルギー密度比を調べると 1 :105:106 くらいで

ある。磁場の10万分の l のエネルギーの電場など

無視したらという議論が出てきても不思議はない

大きさと言える。

宇宙のプラズマの中では大規模なエネルギーの

変換が起っているのが普通である。オーロラの元

になっている数keY の粒子も太陽フレアーで発生

する高エネルギー粒子も皆フ。ラズマの中でのエネ

ルギ一変換の産物である。このエネルギ一変換は

電場による加速なしでは決して起こらない。例え

1mV/m といった小さな電場でも 6000kmにわたって

加速を受けると 6 keY のエネルギーを得ることに

なる。そしてこの6000km (ほぼ地球の半径)は宇

宙のスケールでは大きすぎる長さではないのであ

る。今，我々ヵ、もっとも知りたいことは，

ラの元になっている keY 粒子の生成等にみられる
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ここでまた半年程悩むことになったカ、ある日，

極く自然に「距離が駄目なら時聞があるさ」と思

いついた。図に示したょっに粒子の軌道は何回か

自分自身と交わるので，交点を基にして考えれば

打ち出し角を適当にとってやると再び出発点に戻

って来ると見ることもできる。ジッと図をながめ

ていただけばわかるように l 周して戻る方向は二

つ(図のVI ， V2) である。簡単な計算によると戻

る時間TI 及び寸2には電場に比例した差があること

がわかる。実際の数値を入れてみると，その後搭

載がきまったEXOS-D ではリシウムイオン， GE

OTAIL では電子を使つことにより， 1μs 程度の時

間精度で TI 及び T2 を iNJJ ると O.lmV/m 程度の電場

精度が出せることがわかった。これはうまい， と

いうわけで「ブーメラン」法と称し開発にとりか

かったのが 3 年程前のことである。

「原理が正しければ技術的問題は必ず解決出来

る」と，あまり車員りにならないおまじないを車買り

に開発を始めたまでは良かったが，まずイオン源

の作りかたからわからない。粒子の検出器の知識

もほとんどなし、。イオン銃など皆目見当がつかな

い。実験設備もないという三人組がめっぽう急い

で (EXOS-D のために急ぐ必要があった)開発を

始めたために，まわりの方々に御無理をお願いせ

ざるを得ないことが大変多かった。しかし，去る

2 月に打ち上けた S -520 での実験では時間測定の

ためのコードを付したイオンビームが無事戻って

来てまず第一難関は突破したものと現在解析を急

いでいるところである。今後， EXOS-D やGEOTAIL

に搭載するまでには解決を要する問題も残ってい

るが「原理」の部分までは到達したようである。

(つるた・こういちろう)

お知らせ淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑淑東京東京東京淑淑淑瓶二逗り

新編集長ごあいさつ ぷ

伊藤富造

ISAS ニュース初代編集委員長平尾邦雄教授が，

本年 3 月末をもって定年御退官されたことにより，

次期委員長を私がお引受けすることになりました。

平尾先生はニュース創刊のプランニングからそ

の構成，各項目のカットに至るまで細かく配慮さ

れ，現在のニュースを作り上げられました。また

委員長に協力された編集委員各位の努力により，

ISAS ニュースは宇宙研の出版物のうち最もよく

読まれているもののーっ との好評を所内・所外

各方面からいただいているようです。

私はこれまで編集の仕事の経験のない全くの素

人で，編集長の重責が果せるかどうか怪しいもの

ですが，以前から宇宙科学研究所の広報活動の重

要性を痛感しているものの一人としてこの仕事に

微力を尽したいと考えてお引受けしました。

本年 1 月には“さきがけ"がわが国初の人工惑

星となり，また 8 月にはハレー蕃星探査を目指す

PLANET-A が打上げられます。 M-3 SII 型ロケ

ット打上げの成功を契機に，われわれの宇宙科学
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観測事業も新たな

発展を迎えようと

する時期にさしか

かっており，宇宙

研でも 1980年代後

半のASTRO-C な

どの衛星プロジェ

クトを推進すると

同時に， 1990年以

降の将来計画についての議論が盛んに行われつつ

あります。

ISAS ニュースでもこのような新しい時代の展

開を逐次お知らせしたいと考えております。幸い

もうすっかりベテランとなった編集スタッフ全員

が留任されることとなり，新米編集長もひと安心

というところですが，読者の方々も御助言，御意

見などをどしどしお寄せ下さるようお願いいたし

ます。



就任のごあいさつ

管理部長宗形郁夫

就任のごあいさつを申しあげます。

私は，文部省の大学学術局や学術国際局に，席

を置いたことがございまして，その頃に，ペンシ

ル・ロケットの試射のことや試験衛星「たんせい」

の打上げのことなどを耳にしたことがございます。

また，当研究所へ転任になるまでは，国立歴史民

俗博物館に勤めておりまして，当研究所と同じ国

立大学共同利用機関のグループに属していたこと

もあって，当研究所の様子につきましては，いろ

いろとお伺いする機会もございました。しかしな

がら，当研究所ないしは当研究所がめざしていま

す宇宙科学の究明といった事柄には，直接にも間

接にもたずさわったことがございませんので，正

直申しあげて全く不案内でございます。

伺うところによりますと，近々，ハレー菩星観

測のために， ミュー 3SII 型ロケットにより惑星

探査機プラネット A を打ち上げる予定とのことで

ございますが，かねてから自主技術により世界的

にも注目される数

々の成果を上げて

こられました当石汗

究所の皆様と関係

者の方々に対しま

して，深〈敬意を

表したいと存じま

す。

私は，竹田前管

理部長とは，お互に文部省に勤務を始めた頃に，

机を並べて仕事をしたことがございまして，それ

以降ご交誼を願っている間柄ですが，このたび竹

田前管理部長が初代部長として築いてこられたも

のを引き継いでいく立場にめぐり合わせたことを

大変うれしく存じております。仕事の面で一日も

早〈皆様からご信頼いただけますよう努力してま

いる所存でございますので，どうぞご指導ご支援

のほどよろしくお願い申しあげます。

科学衛星シンポジウム

期日昭和60年 5 月 23 日(本)-25 日(土)

場所宇宙科学研究所45号館会議室

問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467)1111 内 235

*人事異動

発令年月日| 氏名 異動事項

(採用)

60.4. 1 I 渡辺直行|宇宙輸送研究系

助手

II |佐藤英一 宇宙輸送研究系

助手

60.3.31I 平尾邦雄 停年退職

II 渡辺健一|辞職

現(旧)官職等

惑星研究系教

授・対外協力

室長

システム研究

系助手

切除外国人研究員マクフエロン氏の招へい

このたびアメリカ合衆国より本研究所に招へい

された外国人研究員をご紹介します。

.Robert L.Mcpherron

-カリフォルニア大学ロスアンセールス校

地球・宇宙科学科及び地球物理学・惑星物理

学研究所教授

・研究課題 磁気圏尾部における磁気圏嵐の構

造に関する研究

・招へい期間

昭和 60 .4•1-7.15

-所 属太陽系プラズマ研究系宇宙科学第

二部門
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*r さきがけ」近況

2 月 14 日の第 2 次軌道修正， 2

月 19 ・ 20 日のアンテナ，マスト伸

展および高圧電源 ON以降も「さきがけ」は極め

て順調に飛行している。去る 3 月 26 日には地球か

ら 3 千万kmの距離(月までの距離の約78倍)を通

過， 一日に約 65万 km ずつ地球から遠ざかってい

る。この号発刊以前には 1960年世界初の人工法皇

ノ fイオニア 5 号の通信が途絶した3650万km を突般

の見込み。この間姿勢は，通信，電力，熱の 3 条

件を満足させるため，スピン軸を黄道面垂直から

5。傾けた方向に保持。打上げ前の通信回線計算に

かなりのマージンが見込んであったらしく依然ハ

イ・ビットでの受信が可能で，観測担当 O 氏は，

r~尺山テータがとれる」とにこにこ顔。また太陽

幅射圧等による姿勢の変化も予想、より少な目で，

この分なら RCS の残燃料にも心配はない。 4 月中

旬には黄道面に対し垂直姿勢をとり，完全な巡航

状態に入る。(上杉)

*臼田の軌道決定と ICEの追跡について

追跡に関しては，レインジおよびレインジ・レ

ートデータを用いて週 1 回の軌道決定が行われ，

それに基いて翌週のアンテナ予報値が臼田局に送

られ探査機捕捉に関しては現在までの所，全く支

障なく進んでいる。ただ初期段階においても JPL

の推定結果との聞に 100km 以上の差があり，その

後は宇宙研独自で追跡している訳で比較の対象が

ないが1000km程度の誤差はあるものと思われる。

これは予想よりは大き目の誤差であり，その原因

として初期にはメディアム・ゲイン・アンテナを

使用していたためスピンによる正弦波ノイズがレ

インジ・レートに重畳されたこと，レインジ・デ

ータに不具合があったことなどが考えられる。し

かしこれも角度としては千分の 2 度位にしかなら

ないので予報値に影響を与える程ではなく実測値

との差は百分の 2 度位で捕捉には心配はない。た

だ今後このまま誤差が増えて行くと困るのて\ハ

ード面およびソフト面での解析を進め，改善して

行かなければ、ならない。

また 5 月からは， NASAのICEからのデータを

臼田局で受信することになるので，現不dPLから­

LNA通信設備が送られてきて居り，数人のJPL技

術者も到着して臼田での設置作業が進められてい

る。そこで 7 月までは 2 探査機， 8 月からはプラ

ネットーA も含めて 3 探査機の追跡がはじまるので，

追跡管制作業も段々と忙しくなって行く。

し、ずれにせよ I 億km以上といった起遠距離通信

は，はじめての体験で，これから l 年聞の実績の

積み重ねが 5 年後のMUSES ， GEOTAIL 等の深

宇宙ミッションへの貴重な貢献となるに違いない。

(西村敏)

*M-3SII-2号機

8 月に打上げ予定されている M-3S II-2号機ロ

ケット機器の飛朔前試験カ、相模原キャンパスの飛

朔前環境試験棟・組立室で 3 月 13 日より開始され

た。試験は，まず補助モータ及び第 l 段モータの

計器部から始まり，本組，動作チェック，衝撃・

振動試験と順調に進められている。 18 日には同キ

ャンパスにて探査機側も含めた飛捌前試験打合せ

会が聞かれ， 日程，作業要領などが調整され，第

2 段計器部の試験も開始された。引続いて， 25 日

からは第 2 段計器部も本組に入り，その後，衝撃，

振動の機械環境試験，スピンタイマ， CNｷSJ.

TVC系総合の制御機能試験が続き， 4 月下旬j には

PLANET探査機との噛合せのためロケ y ト頭胴部

が組上げられ，総合的な機械結合，動作チェック，

タイマ試験の確認を行い飛朔前試験を終了する予

定である。(横山)

*ASTRO-C熱モデル真空試験

rASTRO-CJ

の熱モデルによる熱

真空試験が 3 月 20 日

から 4 月 2 日まで相

模原キャンパスの大

型チェンパを使用し

て実施された。

本試験は rASTR

O-CJ が宇宙空間で

遭遇する熱的環境条

件において各搭載機
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おその重量の厳しさの故に最終重量予測を早目に

する必要があったからである。その結果， 139.6ｱ

0.2kg となり，ロケット側からの OK が出てまずは

一安心となった。その後，電気総合試験に入り，

3 月 20 日の無線総合試験まで大きなトラブルもな

く，気味悪い程順調にテストをこなしてきた。本

日 (3/25 )からいよいよ温度試験，続いて衝撃・

振動試験等厳しいテストが待ちかまえているが，

今のまま無事に乗り越えて 8 月の打上げ成功に持

っていきたいと念じている (向井)

*ハレー軌道情報

器が設計どおり動作温度範囲内に収まることを確

認するために行われた。

衛星の形状は，従来の多角柱に対して正角柱(タ

テ 1 mX ヨコ lmX タカサ1. 5m) で，その重量も

また従来のものに比べ約 2 倍の 400kg となってい

る。(大西)

女オーストラリア気球協同実験 ~表紙カット~

1 月 21 日，大きな期待を胸に抱いて成田空港を

出発した我々オーストラリア気球実験隊は，浅黒

く日焼けした顔と，長期の海外実験に疲れた身体

とをたずきえ， 3 月 18 日に帰国した。今回の実験

は初めからトラブ jレが続出した。成田空港出発時

の航空会社とのトラブルに始まり，観測機材の通

闘が予定より 2 週間以上遅れた。きらに，第一回

放球予定日直前に待ちに待った液体ヘリウム容器

が到着したものの，中味の液体ヘリウムが運送途

中で全部蒸発していた時には， 目の前が暗くなっ

たものである。その他の多くのトラブルを切り抜

け， 1 , 2 回目の実験の失敗にもめげずに，特別

仕立の 3 回目の実験に成功したのは，たまたま運

が良かったからではなく，実験主任の奥田教授は

じめ全員が最後まであきらめなかったことはもち

ろん，メルボルン大学側が特別の配慮、をしてくれ

たこと，所内の方々の強いサポートがあったから

ではないだろうか。

ともあれ， 3 回目の実験でオリオン星雲中心部，

土星， RCW38(星間電離領域の一つ)を観測す

ることができ，現在，解析を進めているところで

ある。表紙の写真は， 3 回自の実験後 500km 離れ

た砂漠に着地した観測器を，ヘリコプターで回収

しているところである。 く松坂幸彦氏撮影〉

(芝井)

*PLANET-A 総合試験たけなわ

ハレー探査機 rpLANET-AJ の総合試験が，

「さきがけ」の打上げ成功の興奮もさめやらぬ 1

月 28 日からいよいよ始まった。これから 6 月末ま

て。の long run である。まずは型通り機械合せ試験

から開始され，引き続いて第一次 DB ， MOl，重心

位置測定まで行った。 PLANET-A は従来の衛星

に比べて軽量化に最大限の努力をしてきたが，な

-6-
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色。 塗|冥王星(その発見から探査へ)

ぜ警警| 一台木下 宙
今年は冥王星がローエル天文台のトンボーによ

って発見されてから 55年，その聞やっと冥王星は

太陽のまわりを 1/4周したにすぎない。図 1 は冥玉

星の発見を報じた 1930年 3 月 14 日のニューヨーク

タイムズの第 1 面の一部である。この時点ではま

だ名無であって，たんに太陽系のへりで発見され

た第 9 惑星として報道されている。表題の中の84

年というのは，海王星ーが発見された 1846年から起

算した年数である。この惑星名としては， Pluto ,

Minewa , Lowell等々が提案されたが最終的には，

Plutoにおちつき，略号として Eが用いられること

になった。この E は Plutoの最初の 2文字でもあり，

ローエル天文台を創設し，第 9 惑星を探し続けた

Perival Lowell の頑文字でもある。

冥玉星の衛星シャロン (Charon) は 1978 年にロ

ーエル天文台と同じフラグスタッフにある米国海

軍天文行で発見された(図 2 )。この発見によって

わかったことは，冥王星とシャロンの質量の和(主要

王星の質量ではない)が初めて精確に決ったこと

である。~王星とシャロンのアルベドーも密度も

同じ，シャロンの軌道は円と仮定すると，冥王星

~
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図 T 冥王星発見の第一報
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図 2 冥王星とシャロン 図 3

とシャロンの直径は約3000km と 1500km，密度はほ

ほし質量比は 1 /10，シャロンの軌道長半径は 2

万km となる。シャロンは衛星というより冥王星と

連星系をなしているとみるほうがよい。さらにシ

ャロンの公転面が冥王星の赤道面と一致している

と仮定すると，買王星の自転軸は公転面に対して

約118度かたむいていて，天王星と同様に横だおし

となっている(図 3 )。

冥王星の離心率は惑星中最大で，冥王星の軌道

は海王星とみかけ上まじわっているが，冥王星と

海王星の公転周期は正確に 3 2 となっていて，

近日点は海王星の軌道面内にくることはなく，冥

王星が海王星に接近することは，濃密な惑星間物

質が存在していた惑星系生成時を除いてはありえ

ない。この冥王星軌道の安定性とシャロンの発見

によって，かつて冥王星は海王星の衛星であった

という考えは，完全に否定はできないが，非常に

むずかしくなったのではなかろうか。冥王星とシ

ャロンのことではっきりわかっているのは，質量

の和，冥王星の自転周期とシャロンの公転周期が

ひとしし冥二五星の大気にメタンが含まれている

ことぐらいで，他の物理的ノマラメーター，化学組

成に関しては，かなり不確定性が大きい。だから

こそ想イ象をたくましくして，いろんなことをいえ

るのかもしれないが， もっと地道な観測をつみか

さねなければならない。それには地上ないしは人

工衛星望遠鏡による観測もさることながら，冥王

星周囲探査機をとばすのがよい。木星や土星のフ

ライパイを利用せずに，近日点と遠日点だけで加

速するホーマン軌道で冥王星軌道にのるためのエ

ネルギーは，水星周囲探査機よりかなり少なくて

よいのである。しかしホーマン軌道で冥王星に到

達するには45年もかかってしまう。

(きのした・ひろし)
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A主義L!iJi主 ι
ある再会一ローガンへの旅

宇宙科学研究所小山孝一郎

ローカツ市にあるユタ外|立大学の大気科学研究

所を訪ねた。 MS-T5総合試験の合間をぬって昨年

10月訪ねて以来である。

今年11月に予定されているニューメキシコ川|ホ

ワイトサンズでの日米共同ひもつきロケット実験

の電気的，機械的インタフェイス，及び日程の打

ち合わせのためである。

3 月 4 日，飛行機は一時間半遅れて成田を出発。

ロスからソルトレークへの接続便にかろうじて間

にあう。窓ごしに見えるソルトレーク湖は周囲を

雪に固まれて，静かで美しい。この人聞きえ浮か

ぶ濃い塩水の中に生息しているのは長さ数ミリの

ボーフラににたエビには似ても似つかぬエビの一

種のみ。

ローガン市はここより南へ80マイル。かつては

ソルトレーク湖の一部であったという。

私の家族が 6 年前 l 年10 ヶ月を過ごした思い出

の一杯の人口僅か 3 万人(うち学生 1 万人)の町

である。約90%の住民がモルモン教徒である。

かつては一夫多妻を認め，復活したイエスがア

メリカ大陸にも現われたと信じ，他のキリスト教

派とはいくつかの根本的な違いがみられる。が，

家族を大事にするなど心情的に日本人に似ており

原始キリスト教に近い。最も敬慶な生活を送って

いるキリスト教徒に見える。

着いた翌日は時差ボケを取るためにゆっくりし，

6 , 7 日の夜はどうしても会いたいこ家族との再

会にキープ。

クリステン元教授夫妻は私達を家族の一員に加

えて下さり，ローカボンライフはおかげで実り多い

ものとなった。関取の小錦とはいかないまでも太

った老婦人は再会の喜びを込めてきつく私を抱き

しめる。小さな日本人である私の顔は大きなオッ

パイの丁度谷間にうずもれてしまう。これがうら

若き女性だったらと切に願ったりもする。

私達がここを去る前の一週間毎日一時間，夫妻

は私達が改宗したら来世で一緒になれる事を願う

気持からモルモン教の講義をしてくれた。私自身

は未だ一夫多妻を許せば積極的に改宗する気では

あった。女房はと言えば，大学紛争の時，信者で

ある先生方の行動にいたく失望して以来の過激な

アンチ・クリスチャンである。それでも彼らは変

わらぬ友情を抱いてくれる。 I剛毅朴前仁ニ近シ，

功言令色少ナシ仁」等の孔子の言を盲信し，鏡舌

は軽薄な男の証拠と偏見を持っている私でも彼ら

との再会の時だけは，鹿児島弁とユタなまりの複

雑にミックスされたイントネーションの英語で精

一杯しゃべらざるを得ない。次の夜も別な家族と

同じパターンをくり返した。

こうして書いていると，夜だけ日米親善に東奔

西走しただけで国費を使つての肝腎の打合わせは

どうなったかと皆さん詰問なさりたくなりましょ

う。この欄への寄稿依頼(命令に近い)された老

編集長と国民の皆様へ簡単な報告をいたします。

一日目，ひもっきロケット実験の打ち合わせ。

二日目， Torr教授等と来年予定のロケット実験の

電気的，機械的インタフェイス，今後のアクショ

ンアイテム， 日程等の議論。テクニカルタームを

使つての会議は夜のつき合いよりはるかに楽です。

三日目，電離層のモデリングをやっているJ. Sojka ,

プラズマ不安定をやっている J. P.Maurice と話す。

かつてのサッカー仲間である彼らとの冗談を言い

合いながらの議論は楽しい。 3 泊 4 日の滞在は短

かった。

多くの友人に不義理をしたことになります。

頭の中て拍手日英，英和の翻訳がスムーズになり始

めたころサンフランシスコへと向かった。

(おやま・こういちろう)

....--¥
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へも誉宙(その 3 )温度検出器

を埋込む方法で，尾翼筒，

定に用いられている。

以上，簡単に温度検出器について紹介してきた

が， NTC における地上燃焼実験での種々の試み

が，実機で‘の計損Jjに役立っていることも付記した

宇宙研 斎藤敏

B2PL外板等の温度測

ヨ(十)

パー)

シート型

mムw

匡

(2)

スポ γ 卜溶接

」く三む
--d一一一一一一一一

\w 、め \\h\\\W 側、\\\\

(3) スポット溶接

銅

(+)(ー)

カロリメータ)1i(

機体計測に用いられている温度検出器はどんな

形状をして，どのような取付方法が用いられてい

るかを， M-3SII-l号機を例に紹介してみよう。

主として 4 つの形状，取付方法に大別される。

(1)はロケット先端のノーズフェアリングに用いら

れている検出器で，銅製ブロックに熱電対をカシ

メ込ませたもので杢力加熱による入射熱量を測定

するものである。ノーズフェアリング内面は(2)の

シート型熱電対を接着剤を用いて貼付することに

より測定される。シート型熱電対は他にも計測ア

ンプケース表面， FRP材表面や油圧モータ表面と

いった場所にも用いられている。 (3)のスポット溶

接は， SJ スラスタのように噴射中は 1000°C にも達

する高温の測定に，熱電対をスポット溶接によっ

て直に取付けて測定するものである。 SB 可動ノ

ズル内部の狭い部分の測定， SB ブレース部，圧

力センサ表面， 1- 2 段接手にもスポット溶接は

適用されている。 (4)はいわゆるカシメ込みという

方法で，測定したい部分に小さな穴をあげ熱電対
カシメ(4)

双曲線余剰速度と C3
-， j‘;::::::.(戸、\

\もさ手宙

r が限りなく大きくなっていくことだから， r が

もし無限大になったときのことを考えると，位置

エネルギー(一 μIr) は O に近づいていき，運動エ

ネルギーの項だけが残る。その時の速さを V∞と

すると，

E=V~/ 2

になる。この V∞のことを双曲線余剰速度と言い

V~。を Cd この際俗にシースリーと発音する)と呼

ぶ。つまり V∞やらは，探査機が双曲線軌道上を

どんどん地球から遠ざかって，青息吐息で地球重

力圏の彼方まで辿りついた時，一体どれだけの余

力を残しているかの目安になるわけである。 C3 が

大きい程，惑星関空間に出てから遠くへ行くこと

ができるのは言うまでもない。因みに， 「さきが

け」の C3 は 2.73km2 /sec 2 であった。

一宇宙研

地球の重力圏を脱出する軌道へ探査機を打ち上

げる場合を考える。最終段モータが燃え尽きると

探査機は地心を焦点とする双曲線軌道に乗る。双

曲線軌道上では，地球に最も近い点(つまり高度

が最も低い点:近地点)で最も速度が大きく，軌

道投入後時間が経ってだんだん遠ざかるにつれて

速度が小さくなっていく。細かいことを言わなけ

れば，一本の双曲線軌道上のエネルギ一 (E) は一

定であり，運動エネルギー (y 2 /2:Yは速度)と位

置エネルギー( μ/r:μは重力定数， rは地心か

らの距離)の和となる。つまり，

この式から， E が一定ならば，地球から遠ざか

るほど，つまり r が大きくなるほど， Vが小さく

なることがわかる。地球を脱出するということは

μ
一
r

川
V
-
2

-
一

p
μ

的川泰宣
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科学衛星・惑星の名前

昭和60年は，宇宙科学研究所の皆様の苦心の結

晶である「さきがけ」の打上げで明るい幕あきと

なった。I"さきがけ」という名前に関係者のどの

ような思いが込められているかは，私としては推

察するしかないが，ハレー茸星探査のさきがけと

いう意味はもちろんとして，恐らく，昭和60年代

のわが国宇宙科学の新しい飛躍のさきがけという

気持も込められているのではないだろうか。

そしてまた，新年の改まった気分の中でこの名

前を耳にした多くの人達は，新らしい未知の時代

へのさきがけを感じとったに違いない。思えは\

素晴らしい命名である。

私が学術国際局にきたのは昭和54年 1 月である

が，その年の 2 月に「はくちょう」が打上げられ

た。以後， 「ひのとり J I"てんま J I"おおぞら」

そして今度の「さきがけ」とその命名のうまさに

感心しつづけてきた。

「ひのとり」の時に，名称の適切きについて間

接的に意見を聞かれた記憶がある。すぐに，マン

カ、.との関係を気にされてのことと思ったが，直ち

大崎仁

に賛成した。手塚治虫氏のライフ・ワーク「火の

鳥」を知る人なら，あの，時空を超えて人類の運

命を見守る火の鳥に衛星があやかることに，反対

するわけはないし，知らない人なら，多分バレエ

の「火の鳥」かフェニックスを連想して納得され

ると思ったからである。

「ひのとり」に限らず，これまでの名前に共通

して感じられるのは，素人の勝手な推測と笑われ

るかもしれないが，心の若々しさと宇宙へのロマ

ンで、ある。

わが国の宇宙理学・宇宙工学の研究は，曲折を

経ながら今日まできたわけであり，これからの進

路も平坦な道がつづくとは限らないが，このみず

みずしい探究心が関係者の気持を一つにしている

限札宇宙科学研究所が，小田先生のおっしゃる

中小企業的であっても，発展の歩みを止めること

はないと信じている。

それにしても， 8 月打上げの人工惑星にどのよ

うな名前がつくのか今から楽しみである。

(おおさき・ひとし=文部省学術国際局長)

/1語\\ 思えば長い間ISAS ニュースの編集長をさせていただいたものです。宇宙科学研究所が発

((~~:C]'l)足して 4 年間とにかく毎月 15 日刊行ということで続いてきました。これはひとえに松尾副
U 後， ~c IJ
てごプフ 編集委員長をはじめ 5 人の編集委員諸兄の並々ならぬ努力に支えられたものでしょう。毎

月末の殆んど金曜日の午前中編集会議をひらき， 特集号の場合は他に 2 回位委員会を聞きましたが，

皆さんほんとうに万難を排してお集りいただき続けることができたのです。私としてはほんとうに個性

あり且積極的な編集委員会諸兄の力によって ISAS ニユースが形式的にならず月々皆様の許にとどけら

れたことに今でも喜びを感じています。又，投稿をお願いした方々も多少の遅延はあったにしても殆ん

ど時宜を得て原稿をいただくことができたことを感謝しています。幸にして ISAS ニユースに対しお賞

めの言葉を耳にすることはあっても，つまらないという噂を聞いたことがなかった事で我々編集委員会

の者も大変勇気づけられています。この度私はニュースをいただく側になることになりますが，今後は

伊藤委員長がその衝にあたっていただけるので安心しています。どうか今後も ISAS ニユースを盛り上

げて下きい

慈くしみ育てしニュース弥栄に。 (平尾)
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